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広島県東広島市・関川（太田川水系）における

淡水産紅藻チスジノリの生育状況
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要　　旨

広島県東広島市の太田川水系・関川は，中国地方で唯一チスジノリの生育報告のある河川である．しかし，

1986 年にチスジノリがはじめて採集された後，その生育状況は不明とされていた．そこで 2006 年の 8 月，

9 月および 2007 年 3 月に，生育確認のための調査を行った．夏期の調査において，チスジノリの胞子体（シ

ャントランシア期）と見られる藻体が河床の礫に多数着生しているのを確認した．そして，2007 年 3 月に

は少量ながら配偶体の出現を約 20 年ぶりに確認した．
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はじめに

淡水産紅藻の一種チスジノリ（Thorea okadae 

Yamada）は日本の河川に生育する固有種で（Yamada，

1949），鹿児島県の川内川（伊佐郡菱刈町）をタイプ産

地とし，このタイプ産地と熊本県菊池川の生育地（山鹿

市）とが国の天然記念物に指定されている．本種はおも

に九州地方の河川に分布するが，本州においても茨城県

の那珂川（熊野ほか，2002），埼玉県の備前堀川（中村・

千原，1977），広島県の関川（瀬戸ほか，1993），兵庫

県の安室川（瀬戸ほか，1993；佐藤ほか，2006）など

から生育の記録がある．これらの産地のうち，埼玉県の

備前堀川ではすでに絶滅したとされている（瀬戸ほか，

1993；熊野ほか，2007）．本種はこのように分布が限

られるうえに，かつて生育が見られた場所でも絶滅の危

機に瀕していることから，環境省レッドデータブックに

おいて絶滅危惧 II 類（VU）に分類されている（環境省

編，2007）．

兵庫県上郡町の千種川水系・安室川では，1991 年に

チスジノリの生育が確認され（田村・真殿，1993），そ

の後 1991 年から 1994 年まで多数出現した．1995 年

以降，その生育は認められなくなっていたが，2004 年

1 月の調査で 9 年ぶりに生育が確認された（佐藤ほか，

2006）．安室川におけるチスジノリの出現については，

河川流量の季節変化との関係が指摘されている．すな

わち，夏期に大規模な洪水が発生した年では，冬期に

多く出現する傾向が認められる（佐藤ほか，2006）．安

室川では 2004 年以降も出現状況のモニタリング調査が
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図１　広島県太田川水系・関川と調査対象区間

図２　調査地点の状況

継続される一方で，地元の上郡中学校科学部によるチス

ジノリ復活のための活動も展開されている（東山ほか，

2007）．

広島県東広島市の太田川水系・関川は，中国地方で唯

一これまでにチスジノリの生育報告のある河川である．

関川では 1986 年にチスジノリがはじめて採集された

が，その後の生育状況は不明とされている（瀬戸ほか，

1993）．そこで2006年8月，9月および2007年3月に，

関川でのチスジノリの生育状況を確認するための調査を

行った．以下において，その調査結果について報告する．

　なお，チスジノリの生活環は，大型の配偶体，受精

後接合子上に発達する果胞子体，そして，一般にシャン

トランシア期（Chantransia stage）とよばれる小さな

胞子体による異型の三世代を交代する（吉崎，1993）．

通常「チスジノリ」と呼ばれている藻体は雌雄異株の配

偶体であり，一般に秋から冬期に出現し，翌年の春まで

観察される．　

調査区域と調査方法

調査は 2006 年 8 月 22 日，9 月 21 日および 2007

年 3 月 29 日に，広島県東広島市志和町の関川において

図 1 に示す河川区間から 6 地点を選んで実施した．兵

庫県安室川では配偶体が発生する河川水域において胞子

体と見られる藻体がほぼ一年中見られることから（佐藤

ほか，2006），8 月と 9 月は胞子体，3 月は配偶体の確

認を目的にそれぞれ調査を行った．安室川でのチスジノ

リの生育環境（杉野ほか，2007）を参考に，調査地点

は河床が礫からなる水深約 60 cm 以浅の水域を選び，

橋の下や川岸の植生で日陰になる場所などを重点的に調

査した（図 2、写真）．

チスジノリの胞子体の調査は長径 10 ～ 20cm の礫を

ランダムに採取し，藻類の着生状況を目視観察し，胞子
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図３　河床の礫に着生するチスジノリの胞子体と見られる藻体（A，

矢印）と顕微鏡で観察された単胞子嚢（B，矢印）

体と見られる藻体の検鏡用サンプルを採集した．2007

年 3 月には胞子体と見られる藻体が確認された場所を

中心に，配偶体の出現状況を調査した．チスジノリの配

偶体の調査は箱メガネを用いた目視観察によった．検鏡

用サンプルとして配偶体の一部を採集し，それらを持ち

帰り，実験室で顕微鏡観察した．

チスジノリの生育状況

2006 年 8 月と 9 月の調査において，6 地点のうち 3

地点でチスジノリの胞子体と見られる藻体が礫に着生

しているのが確認された（図 3A）．藻体は長径 3 ～ 5 

mm の小さな塊で，顕微鏡観察において同化糸と，分

枝した枝の先端に単胞子嚢が観察された（図 3B）．こ

れは安室川においてチスジノリ胞子体とされた藻体（佐

藤ほか，2006）と形態や大きさが類似し，単胞子嚢の

形成はこの藻体が単胞子による無性生殖で増殖している

ことを示す．

夏期にチスジノリの胞子体と考えられる小さな藻体が

見つかったことから，2007 年 3 月に同じ調査地点にお

いて配偶体の出現状況を調査した．その結果，計 7 個

体の配偶体の出現が確認された（図4）．このことにより，

関川では 1986 年に生育が報告されて以降，その生育状

況は不明とされていたが（瀬戸ほか，1993），現在も生

育していることが明らかとなった．

2006 年は全国的に降水量が平年より多く（気象庁，

2009），兵庫県安室川では 2006 年 7 月 19 日に大規模

な洪水が発生し，2007 年 2 月の調査において 100 個

体以上の配偶体の出現が確認された（兵庫県上郡土木

事務所，未公表）．また，熊本県菊池川でも 2007 年 2

月の調査で例年に比べて多数の配偶体が出現した（前

田，私信）．これらのことから，2006 年の多雨が関川

におけるチスジノリの約 20 年ぶりの生育確認につなが

ったと考えられる．関川におけるチスジノリの配偶体は

1986 年の発見当時も少量の出現であったとされること

から（瀬戸ほか，1993），配偶体の出現はまれで，おも

に胞子体がつくる単胞子による無性生殖で個体群が維持

されていると考えられる．
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図４　チスジノリの配偶体（さく葉標本 HYO-C1227480）（A）とその顕微鏡写真（B）
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